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原子力問題調査特別委員会平成30年12月7日（金）
石橋哲 政策研究大学院大学客員研究員



2

【提言の実現に向けて】

➢ここに示した７つの提言は、当委員会が国会から付託された使命を
受けて調査・作成した本報告書の最も基本的で重要なことを反映し
たものである。

➢ したがって当委員会は、国会に対し

◼ この提言の実現に向けた「実施計画」を速やかに策定し、
◼ その「進捗の状況を国民に公表」すること

を期待する。

「実施計画」と「進捗状況の国民への公表」



20180226 わかりやすいプロジェクト（国会事故調編）学生チームが
東日本大震災復興支援国赤十字･赤新月社会議（東京）でプレゼンしました。

◼ 20180226 東日本大震災復興支援国赤十字社･赤新月社会議（東京）で、「わかりやすいプロジェクト
（国会事故調編）学生チームの福島高校生が、地元の高校生の目から見た福島第一原発事故について
の考察を通して、事故に至る根本原因が我々の身近なところに潜んでいることが伝えました。

◼ プレゼン終了とともに会場からは満場の拍手とたくさんの共感のお言葉をいただきました。
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国会事故調報告 結論と提言
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透明性の確保

公開性の担保



【提言1：規制当局に対する国会の監視】
国民の健康と安全を守るために、規制当局を監視する目的で、国会に原子力に係る問題に関する常設の委員会
等を設置する。

1. この委員会は、規制当局からの説明聴取や利害関係者又は学識経験者等からの意見聴取、その他の調査を
恒常的に行う。

2. この委員会は、最新の知見を持って安全問題に対応できるよう、事業者、行政機関から独立した、グローバルな
視点を持った専門家からなる諮問機関を設ける。

3. この委員会は、今回の事故検証で発見された多くの問題に関し、その実施・改善状況について、継続的な監視
活動を行う（「国会による継続監視が必要な事項」として添付）。

4. この委員会はこの事故調査報告について、今後の政府による履行状況を監視し、定期的に報告を求める。

提言3：被災住民に対する政府の対応

提言4：電気事業者の監視

提言5：新しい規制組織の要件

提言6：原子力法規制の見直し

提言2：政府の危機管理体制の見直し
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提言7：独立調査委員会の活用
未解明部分の事故原因の究明、事故の収束に向けたプロセス、被害の拡大防止、本報告で今回は扱わ
なかった廃炉の道筋や、使用済み核燃料問題等・・・について調査審議するために、国会に、原子力事業者
及び行政機関から独立した、民間中心の専門家からなる第三者機関を設置する。

国会による
行政監視国会に

よる実行

７つの提言の構造

国会に
よる

立法手当
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